日中共同｢環境・省エネプロジェクト｣

シンビオ大連フォーラム２００８　事前説明会
日　時：　平成20年5月９日（金曜日）　午後3時-5時

場　所：　京大会館　１０１号室　
講演の部

標題　　｢オフィスの知的生産性向上と省エネを両立させる照明制御技術｣
講師：　下田　宏（京都大学大学院エネルギー科学研究科　准教授）
講師略歴：

1987年３月 京都大学工学部電気工学第二学科卒業 

1989年３月 京都大学大学院工学研究科電気工学第二専攻終了 

1989年4月1日 株式会社　島津製作所入社　主に医用画像診断装置MRIの開発に従事 

1996年10月1日 京都大学大学院エネルギー科学研究科　エネルギー社会・環境科学専攻　助手 

1999年10月16日 京都大学大学院エネルギー科学研究科　エネルギー社会・環境科学専攻　助教授、現在に至る（2002年6月～2003年3月 ノルウェー・エネルギー技術研究所客員研究員）

知的生産性の評価、拡張現実感技術、教育支援システム、リスクコミュニケーション等に興味を持つ。ヒューマンインタフェース学会理事、原子力学会関西支部役員、その他、計測自動制御学会、システム制御情報学会、保全学会、IEEE等の会員。
要旨：
日本のエネルギーの消費は、産業部門がおおむね横這いで推移する一方、民生部門・運輸部門を中心に年々増加している。民生部門は家庭用と事務用で約半分ずつ占めているが、特に省エネルギー化を推進しやすいオフィスビル等を中心に省エネルギーへの取り組みが推進されてきている。オフィスビルの省エネルギー対策については、熱源、熱搬送、給湯、照明・コンセント、動力などにおいて様々な手段が考案されているが、その中でも照明のエネルギー占有比率は高く重要な省エネルギー対象として様々な取り組みが提案されている。省エネルギーは本来「エネルギー消費を削減する」というネガティブな活動であるが、本講演では、発想を転換して「オフィスからのアウトプットを増加させる」という観点から、執務者の生体リズムを整えることで知的生産性を向上させるオフィス照明制御法とその効果について紹介する。
日中共同｢環境・省エネプロジェクト｣
シンビオ大連フォーラム２００８　について
第Ⅰ部　省エネ・環境事業への中国の国策的支援について
講師：李 徳衡（孚源投資顧問有限公司　代表取締役）

講師略歴：
1997年３月 　清華大学 INET　博士課程終了　 
1998年3月 　京都大学大学院エネルギー研究科　吉川研究室　ポスドク研究員 
2000年４月　 豊田工業大学大学院　ポスドク研究員
2003年2月　 大連三曦智能科技有限公司　代表取締役　

200７年6月　 大連孚源投資顧問有限公司　代表取締役、今日に至る。
主たる業務：　環境・省エネ、IT系ビジネスの投融資のコンサルタント

講演内容：

省エネ・環境事業への中国の国策的支援、中国での省エネ・環境事業市場、投・融資状況
第Ⅱ部　訪中ミッション計画の概要

講師：中村 洋之（シンビオ社会研究会 会員；　㈱ハナコーポレーション代表取締役）

講師略歴：

1971年３月 　京都大学 工学部 電気工学科 卒業 

1971年８月 　中外電気工業株式会社　代表取締役　就任 

2001年10月　同社　代表取締役　辞任 
2005年2月　 株式会社 ハナコーポレーション　代表取締役就任、今日に至る。
主たる業務：　“環境・省エネ”に関するビジネスコンサルタント

講演内容：

· 日中共同の「環境・省エネプロジェク」の訪中ミッション計画の概要説明。
· 時間が許せば中国企業のメンタリティーに関する事例紹介

